
認証システムの仕組み
学習活動に関する指導者を育成・認定する事業(人材認定事業)を行う、大学等教育機関・

ＮＰＯ・民間団体等から、人材認定事業を有識者・ユーザー・関係業界によって構成される全
国的な第３者機関へ申請し、当該機関が示す要素を満たした事業を認証し、その事業を広く
国民に対して情報提供を行う仕組みを構築。

人材の資質・能力を確保するためのシステム(イメージ)（案）
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